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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿が載置される透明部材と、
　前記透明部材の下方に設けられ、読取方向に移動しながら前記透明部材上に載置された
原稿の画像を前記透明部材を介して読み取る読取部と、
　前記読取部を移動させるモータと、
　光を出射する発光部と、前記発光部に対向して設けられ前記発光部から出力された光を
受光する受光部と、を有するセンサと、
　前記発光部から出力された光が前記受光部に到達する前に遮光する第１状態と、前記発
光部から出力された光が前記受光部に受光する第２状態とに切り替え可能である遮光部と
、
　前記読取部が移動している期間において、前記遮光部が前記第２状態から前記第１状態
に切り替わったときの前記読取部の位置から所定距離だけ離れた位置に前記読取部が停止
するように前記モータの駆動を制御する制御手段と、を備え、
　前記センサ又は前記遮光部のいずれか一方は、前記透明部材の下面に設けられ、
　前記センサ又は前記遮光部のいずれか他方は、前記読取部に設けられる、ことを特徴と
する画像読取装置。
【請求項２】
　前記透明部材の上面に設けられ、前記透明部材上に載置された原稿の前記読取方向にお
ける位置決めを行う位置決め部材を備える、ことを特徴とする請求項１に記載の画像読取
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装置。
【請求項３】
　前記透明部材の下面に設けられた前記センサ又は前記遮光部のいずれか一方の前記読取
方向における下流端部の位置は、前記位置決め部材の前記読取方向における下流端部の位
置と一致する、ことを特徴とする請求項２に記載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記透明部材の下面に設けられた前記センサ又は前記遮光部のいずれか一方の前記読取
方向における下流端部の位置は、前記位置決め部材の前記読取方向における下流端部の位
置よりも前記読取方向において上流側に位置する、ことを特徴とする請求項２に記載の画
像読取装置。
【請求項５】
　前記位置決め部材は、前記透明部材の下方に延在する延在部を備え、
　前記センサ又は前記遮光部のいずれか一方は、前記延在部に設けられる、ことを特徴と
する請求項２乃至４のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項６】
　前記遮光部は、前記透明部材の下面に設けられ、
　前記センサは、前記読取部に設けられ、
　前記受光部は、前記読取部の移動中に前記センサが前記遮光部を横切ることにより前記
遮光部が前記発光部から出力される光を遮光することに起因して、前記光を受光しなくな
る、ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項７】
　前記遮光部は、前記読取部に設けられ、
　前記センサは、前記透明部材の下面に設けられ、
　前記受光部は、前記読取部の移動中に前記遮光部が前記センサを横切ることにより前記
遮光部が前記発光部から出力される光を遮光することに起因して、前記光を受光しなくな
る、ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記透明部材上に載置された原稿の画像を読み取る際は、前記読取部
を前記読取方向に移動させ、前記原稿の画像の読み取りが終了すると、前記読取部を前記
読取方向とは逆方向に移動させることによって、前記受光部が受光しなくなった位置から
前記読取方向において所定距離だけ離れた位置に前記読取部を停止させるように前記モー
タの移動を制御する、ことを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の画像読取装
置。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の画像読取装置と、
　前記画像読取装置により読み取られた前記原稿の画像を示す情報に基づいて画像を形成
する画像形成部と、
　を備えたことを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置及び画像形成装置に関し、原稿の画像を読み取る画像読取手段
の位置を検出する検知手段の構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、イメージスキャナ等の画像読取装置においては、原稿を透明部材であるプラテン
ガラス上に載置した状態で原稿画像を読み取るようにしている。また、従来のデジタル複
写機、プリンタ等の画像形成装置においては、画像形成部と、画像読取装置とを備え、画
像読取装置によって読み取った原稿画像情報に基づいて画像形成部により、シートに画像
を形成するようにしている。
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【０００３】
　画像読取装置は、光源を備えた画像読取手段を画像読取方向である副走査方向に移動可
能に設けている。そして、原稿の画像を読み取る際は、画像読取手段をステッピングモー
タによって副走査方向に移動させながら、原稿に対し光源から光を照射すると共に原稿か
らの反射光を検出することにより、画像を読み取る。なお、画像読取手段は、画像の読み
取りが開始されるまではホームポジション（待機位置）に位置しており、画像の読み取り
が開始されると、ホームポジションから副走査方向に移動しながら原稿画像を読み取る。
【０００４】
　画像読取装置には、画像読取手段の位置を検知し、画像読取手段をホームポジションに
位置させるための検知手段が設けられている。そして、検知手段により画像読取手段が検
知されると、この検知に基づき、画像読取手段をステッピングモータによって検知位置か
ら一定の距離移動させることにより、ホームポジションで停止させる。
【０００５】
　検知手段としては、発光部及び受光部を有する光学式センサと、光学式センサの受光部
及び発光部の間に位置して発光部からの光を遮る遮光部材を備えたものがある。そして、
従来の画像読取装置としては、画像読取装置の筐体に遮光部材を設け、光学式センサを画
像読取手段に設けたものがある（特許文献１参照）。この場合、画像読取手段が移動する
と、遮光部材が光学式センサの発光部からの光を遮ることにより、画像読取手段の位置が
検知される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－３３０１２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、従来の画像読取装置において、遮光部材は複数の取付用部材を介して画像読
取装置の筐体の、光学式センサの発光部からの光を遮ることのできる位置に取り付けられ
ている。ここで、画像読取装置の筐体や、取付用部材は樹脂で形成されているため、稼働
により画像読取装置本体が昇温すると、筐体や、取付用部材が熱膨張又は熱収縮し、この
ように筐体等が熱膨張又は熱収縮すると、遮光部材の位置が変化する場合がある。
【０００８】
　そして、遮光部材の位置が変化すると、検知手段により検知される画像読取手段の位置
が変化するので、検知手段による検知に基づいて画像読取手段を一定の距離だけ移動させ
て停止させると、画像読取手段はホームポジション以外の場所で停止する。ここで、画像
読取手段がホームポジション以外の場所で停止した場合、画像読取手段を移動させても正
確に画像を読み取ることができず、画像の読取精度が低下する。
【０００９】
　そこで、本発明は、このような現状に鑑みてなされたものであり、高精度な画像読取を
行うことのできる画像読取装置及び画像形成装置を提供することを目的とするものである
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、画像読取装置において、原稿が載置される透明部材と、前記透明部材の下方
に設けられ、読取方向に移動しながら前記透明部材上に載置された原稿の画像を前記透明
部材を介して読み取る読取部と、前記読取部を移動させるモータと、光を出射する発光部
と、前記発光部に対向して設けられ前記発光部から出力された光を受光する受光部と、を
有するセンサと、前記発光部から出力された光が前記受光部に到達する前に遮光する第１
状態と、前記発光部から出力された光が前記受光部に受光する第２状態とに切り替え可能
である遮光部と、前記読取部が移動している期間において、前記遮光部が前記第２状態か
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ら前記第１状態に切り替わったときの前記読取部の位置から所定距離だけ離れた位置に前
記読取部が停止するように前記モータの駆動を制御する制御手段と、を備え、前記センサ
又は前記遮光部のいずれか一方は、前記透明部材の下面に設けられ、前記センサ又は前記
遮光部のいずれか他方は、前記読取部に設けられることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のように、原稿画像を読み取る画像読取手段の画像読取位置に対する画像読取方
向の位置を検知する検知手段のセンサ又は被検知部を透明部材に設けることにより、高精
度な画像読取を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る画像読取装置を備えた画像形成装置の一例であ
るフルカラーレーザビームプリンタの概略構成を説明する図。
【図２】上記画像読取装置の概略斜視図。
【図３】上記画像読取装置の内部を示した上面図。
【図４】上記画像読取装置に設けられた画像読取手段の位置を検知する検知手段の構成を
説明する図。
【図５】上記画像読取装置の制御ブロック図。
【図６】上記画像読取手段をホームポジションに移動させる制御を示すフローチャート。
【図７】本発明の第２の実施の形態に係る画像読取装置に設けられた画像読取手段の位置
を検知する検知手段の構成を説明する図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を図に基づいて説明する。ただし、以下の実施の形態に記載さ
れている構成部品の寸法、材質、形状などは、本発明が適用される装置の構成や各種条件
によって変更されるべきものであり、本発明の範囲をそれらのみに限定するわけではない
。
【００１４】
　図１は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置の一例であるフルカラーレーザビーム
プリンタの概略構成を示す図である。図１に示すように、フルカラーレーザビームプリン
タ（以下、プリンタという）２０１の画像形成装置本体であるプリンタ本体２０１Ａの上
部には、画像読取装置２０２が配置されている。画像読取装置２０２の下方には画像形成
部２０１Ｂと、給紙カセット１に収納されたシートＰを画像形成部２０１Ｂに給送するシ
ート給送装置２３０が設けられている。
【００１５】
　画像形成手段である画像形成部２０１Ｂは、４ドラムフルカラー方式のものであり、レ
ーザスキャナ２１０と、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）及びブラック（
Ｋ）の４色のトナー画像を形成する４個のプロセスカートリッジ２１１を備えている。こ
こで、各プロセスカートリッジ２１１は、感光体ドラム２１２、帯電手段である帯電器２
１３、現像手段である現像器２１４を備えている。また、画像形成部２０１Ｂは、プロセ
スカートリッジ２１１の上方に配された中間転写ユニット２０１Ｃと、中間転写ユニット
２０１Ｃの上方に配され、現像器２１４にトナーを供給するためのトナーカートリッジ２
１５を備えている。
【００１６】
　中間転写ユニット２０１Ｃは、駆動ローラ２１６ａ及びテンションローラ２１６ｂに巻
き掛けられた中間転写ベルト２１６を備えている。なお、中間転写ベルト２１６の内側に
は感光体ドラム２１２に対向した位置で中間転写ベルト２１６に当接する１次転写ローラ
２１９が設けられている。ここで、中間転写ベルト２１６は、不図示の駆動部により駆動
される駆動ローラ２１６ａにより矢印方向に回転する。
【００１７】
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　中間転写ユニット２０１Ｃの駆動ローラ２１６ａと対向する位置には、中間転写ベルト
上に形成されたカラー画像をシートＰに転写する２次転写ローラ２１７が設けられている
。さらに、この２次転写ローラ２１７の上部に定着部２２０が配置され、この定着部２２
０の左上部には第１排出ローラ対２２５ａ、第２排出ローラ対２２５ｂ及び両面反転部２
０１Ｄが配置されている。この両面反転部２０１Ｄは、正逆転可能な反転ローラ対２２２
及び一面に画像が形成されたシートを再度、画像形成部２０１Ｂに搬送する再搬送通路Ｒ
等が設けられている。
【００１８】
　次に、プリンタ２０１の画像形成動作について説明する。まず、原稿の画像情報を画像
読取装置２０２によって読み取ると、この原稿画像情報は画像処理された後、電気信号に
変換されて画像形成部２０１Ｂのレーザスキャナ２１０に伝送される。画像形成部２０１
Ｂでは、レーザ光により、帯電器２１３によって表面が所定の極性・電位に一様に帯電さ
れている感光体ドラム２１２の表面が順次露光される。これにより、各プロセスカートリ
ッジ２１１の感光体ドラム上に、それぞれイエロー、マゼンタ、シアン及びブラックの静
電潜像が順次形成される。
【００１９】
　この後、この静電潜像を各色トナーにより現像して可視化すると共に、１次転写ローラ
２１９に印加した１次転写バイアスにより、各感光体ドラム上の各色トナー像を中間転写
ベルト２１６に順次重ね合わせて転写する。これにより、中間転写ベルト２１６上にトナ
ー画像が形成される。また、このトナー画像形成動作に並行してシート給送装置２３０か
らシートＰが送り出され、送り出されたシートＰは、レジストレーションローラ対２４０
に搬送され、レジストレーションローラ対２４０により斜行が補正される。
【００２０】
　斜行が補正された後、シートＰは、レジストレーションローラ対２４０により２次転写
部まで搬送され、２次転写部において、２次転写ローラ２１７に印加した２次転写バイア
スにより、トナー像がシートＰ上に一括して転写される。次に、トナー像が転写されたシ
ートＰは、定着部２２０に搬送され、定着部２２０において熱及び圧力を受けて各色のト
ナーが溶融混色し、シートＰにカラーの画像として定着される。
【００２１】
　この後、画像が定着されたシートＰは、定着部２２０の下流に設けられた第１排出ロー
ラ対２２５ａ及び第２排出ローラ対２２５ｂによって排出空間Ｓに排出され、排出空間Ｓ
の底面に突出された積載部２２３に積載される。なお、シートＰの両面に画像を形成する
際は、画像が定着された後、シートＰは反転ローラ対２２２により再搬送通路Ｒに搬送さ
れ、再度、画像形成部２０１Ｂに搬送される。
【００２２】
　図２は画像読取装置２０２の概略斜視図、図３は画像読取装置２０２の内部を示した上
面図である。画像読取装置２０２は図３に示す筐体１０２と、筐体１０２の外周部に不図
示のネジ部によって取り付けられる図２に示すカバー部材１１０とから構成されている。
【００２３】
　図２に示すように、カバー部材１１０の上面には、原稿を載置する透明部材である原稿
台ガラス１１１が設けられており、原稿画像を読み取る際には、原稿台ガラス１１１に原
稿を載置する。また、原稿台ガラス１１１の画像読取手段１３０の移動方向である画像読
取方向上流端部の上面には原稿を載置する際、原稿の画像読取方向上流端の位置決めを行
う位置決め部材である縦サイズラベル１１３が設けられている。また、原稿台ガラス１１
１の画像読取方向と直交する前後方向における後端部の上面には原稿を載置する際、原稿
の前後方向における後端の位置決めを行う横サイズラベル１１４が設けられている。
【００２４】
　なお、縦サイズラベル１１３は樹脂にて形成されると共に、表面には、定型サイズの原
稿の前後方向の長さに対応するメモリが表示されている。横サイズラベル１１４は樹脂に
て形成されると共に、表面には、定型サイズの原稿の画像読取方向の長さに対応するメモ
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リが表示されている。
【００２５】
　そして、原稿台ガラス１１１に原稿を載置する際は、原稿の画像読取方向上流端を縦サ
イズラベル１１３に、原稿の前後方向の奥側端を横サイズラベル１１４に突き当てて載置
することにより、原稿を正しい読取位置に位置決めすることができる。なお、本実施の形
態において、画像読取装置２０２には、別途、原稿の流し読みが可能となるよう不図示の
原稿給送装置（ＡＤＦ）が取り付けられるようになっている。そして、カバー部材１１０
には、原稿給送装置により給送される原稿を流し読みするための流し読みガラス１１２が
設けられている。
【００２６】
　図３に示すように、筐体１０２には、画像読取りの際、画像読取方向である副走査方向
に移動して原稿の画像を読み取り、電子データに変換する画像読取手段１３０が設けられ
ている。画像読取手段１３０には、不図示の、原稿に光を照射するための光源、照射され
た後、原稿で反射拡散した光が入射される反射ミラー、反射ミラーで反射した光を結像さ
せるレンズ、レンズにより結像された光を光電変換して読み取る受光素子が設けられてい
る。
【００２７】
　また、筐体１０２には、画像読取手段１３０の移動を案内する副走査方向に伸びた２本
のガイド部材１２２と、画像読取手段１３０が取り付けられている駆動ベルト１２３が設
けられている。なお、駆動ベルト１２３は、駆動プーリ１２４と従動プーリ１２５に巻き
付けられている。そして、駆動プーリ１２４を正逆転可能なステッピングモータである駆
動モータＭ１によって回転させることにより、画像読取手段１３０はガイド部材１２２に
案内されながら移動する。
【００２８】
　また、画像読取手段１３０には、画像読取を開始する前の待機位置であるホームポジシ
ョンに対して画像読取方向下流側で画像読取手段１３０の位置を検知するためのホームポ
ジションセンサ１３１が設けられている。ここで、本実施の形態では、ホームポジション
センサ１３１として、対向する発光部と受光部を備え、発光部からの光を物体が遮るのを
受光部で検出することにより、画像読取手段１３０の位置を検知する光学式センサを用い
ている。ホームポジションセンサ１３１は、図４に示すように、画像読取手段１３０によ
る画像読取を妨げないよう、画像読取手段１３０の上面の副走査方向上流部分に配置され
る。
【００２９】
　カバー部材１１０には、ホームポジションセンサ１３１が画像読取手段１３０の位置を
検知するために、ホームポジションセンサ１３１の発光部からの光を遮る遮光部１１５が
配置されている。そして、このホームポジションセンサ１３１と遮光部１１５により、ホ
ームポジションに対して画像読取方向下流側で画像読取手段１３０の位置を検知する検知
手段１４０が構成される。なお、この検知手段１４０の被検知部である遮光部１１５につ
いては後述する。
【００３０】
　図５は画像読取装置２０２の制御ブロック図である。制御手段であるＣＰＵ回路部４０
０はＣＰＵ４０１を有し、ＲＯＭ４０２に格納されているプログラムに基づき、操作部１
０の設定に従って、読取制御部３０１、画像信号制御部４０５、外部Ｉ／Ｆ４０６を制御
する。ＲＡＭ４０３は制御データを一時的に保持する領域や、制御に伴う演算の作業領域
として用いられる。外部Ｉ／Ｆ４０６は外部コンピュータ４０７からのインターフェイス
であり、プリントデータを画像に展開して画像信号制御部４０５へ出力する。
【００３１】
　画像信号制御部４０５は、画像処理部４１０と、ラインメモリ４１１と、ページメモリ
４１２と、ハードディスク４１３を備えている。画像処理部４１０では、画像の補正処理
や操作部での設定に応じた編集処理を行い、ラインメモリ４１１では、主走査方向を入れ
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替える鏡像処理等を行う。そして、ラインメモリ４１１の画像は、ページメモリ４１２を
介してプリンタ２０１側に出力される。ハードディスク４１３はページ順を入れ替えると
きなどに必要に応じて用いられる。
【００３２】
　ＣＰＵ回路部４００には、既述した検知手段１４０、検知手段１４０を移動させる移動
手段である駆動モータＭ１が接続されており、原稿画像を読み取る際には、駆動モータＭ
１を駆動して画像読取手段１３０をホームポジションから移動させる。また、原稿画像の
読み取りが終了すると、ＣＰＵ回路部４００は、検知手段１４０からの信号に基づき、画
像読取手段１３０を読取開始位置であるホームポジションに移動させる。
【００３３】
　次に、画像読取手段１３０をホームポジションに移動させるＣＰＵ回路部４００による
制御について図６に示すフローチャートを用いて説明する。
【００３４】
　ＣＰＵ回路部４００は、画像読み取りが終了し、制御システム上でホームポジションへ
移動の命令が下ると、駆動モータＭ１を駆動し（Ｓ１）、画像読取手段１３０を既述した
図４の矢印に示すように副走査方向と逆方向に移動させる（Ｓ２）。なお、画像読み取り
が終了した時、画像読取手段１３０はホームポジションよりも副走査方向下流側に位置し
ている。
【００３５】
　画像読取手段１３０が副走査方向と逆方向に移動すると、ホームポジションセンサ１３
１が遮光部１１５を通過し、ホームポジションセンサ１３１が遮光される。そして、この
ようにホームポジションセンサ１３１が遮光されると、例えば検知手段１４０からの信号
がオンからオフになる。この信号の変化により、ホームポジションセンサ１３１の遮光を
検知すると（Ｓ３のＹ）、ＣＰＵ回路部４００は、この後、ＲＡＭ４０３上で記憶されて
いる所定パルス分だけ駆動モータＭ１を駆動し（Ｓ４）、画像読取手段１３０を移動させ
る。
【００３６】
　なお、この所定パルス数は１パルスのモータ駆動に伴う画像読取手段１３０の移動量と
、検知手段１４０からの信号がオンからオフに変わるセンサ検知位置からホームポジショ
ンまでの距離により定まるものである。そして、ＣＰＵ回路部４００は、所定パルス分駆
動モータＭ１を駆動すると、駆動モータＭ１を停止させ、画像読取手段１３０の移動を停
止する（Ｓ５）。これにより、画像読取手段１３０のホームポジションへの移動が終了す
る。
【００３７】
　ところで、本実施の形態において、遮光部１１５は既述した図４に示すように、原稿台
ガラス１１１の下面１１１ｂに、例えばテープ等の接着剤により固定される。そして、こ
の遮光部１１５は、が移動する際、ホームポジションセンサ１３１の受光部と発光部の間
を通過するように設置されている。これにより、画像読取手段１３０が移動すると、発光
部からの光が遮光部１１５により遮られるようになる。
【００３８】
　また、この遮光部１１５は原稿台ガラス１１１の下面１１１ｂの縦サイズラベル１１３
に対応する位置に配置されている。具体的には、遮光部１１５の画像読取方向下流端が縦
サイズラベル１１３の画像読取方向下流端と一致するように、又は画像読取方向下流端よ
りも画像読取方向上流側に位置するように配置されている。
【００３９】
　このように遮光部１１５を配置することにより、原稿台ガラス１１１に原稿を載置した
場合でも、遮光部１１５が原稿を遮ってしまうことが無いので、画像読取時の障害にはな
らない。なお、ホームポジションセンサ１３１と遮光部１１５は、画像読取手段１３０が
移動する際、接触することがなければ前後方向（主走査方向）のどの位置に配置しても良
い。
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【００４０】
　ここで、筐体自体は部品公差を有しており、また画像読取装置２０２、プリンタ２０１
が稼働により昇温すると、これに伴い筐体１０２及び遮光部１１５を筐体１０２に取り付
けるための部品が熱膨張する。このため、遮光部１１５を筐体１０２に設けた場合、筐体
１０２等の熱膨張や、筐体自体の部品公差により、遮光部１１５の位置に誤差が生じる。
そして、遮光部１１５の位置に誤差が生じると、画像読取手段１３０の位置を正確に検知
することができず、画像読取手段１３０を確実にホームポジションに移動させることがで
きない。
【００４１】
　これに対し、遮光部１１５を原稿台ガラス１１１に直接的に設けた場合、遮光部１１５
を筐体１０２に取り付けるための部品は不要であり、また原稿台ガラス１１１の熱膨張量
も少ないので、昇温による遮光部１１５の位置の誤差が小さくなる。この結果、画像読取
手段１３０の位置を正確に検知することができ、画像読取手段１３０を確実にホームポジ
ションに移動させることができる。
【００４２】
　以上説明したように、本実施の形態においては、遮光部１１５を原稿台ガラス１１１に
設け、昇温による筐体１０２の熱膨張等による遮光部１１５の位置ずれを防ぐようにして
いる。これにより、検知手段１４０による検知位置の変動を抑制することができて画像読
取手段１３０を確実にホームポジションに移動させることができ、画像読取時の読取精度
を向上することができる。
【００４３】
　なお、これまでの説明においては、遮光部１１５を原稿台ガラス１１１に設けているが
、配線等の処理が可能であれば、ホームポジションセンサ１３１を原稿台ガラス１１１に
設け、画像読取手段１３０に遮光部１１５を設けても良い。即ち、画像読取手段１３０に
ホームポジションセンサ１３１及び遮光部１１５の一方を設け、原稿台ガラス１１１にホ
ームポジションセンサ１３１及び遮光部１１５の他方を設けるようにしても良い。
【００４４】
　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。図７は本実施の形態に係る画像読
取装置に設けられた画像読取手段の位置を検知する検知手段の構成を説明する図画像読取
装置の要部断面図である。なお、図７において、既述した図４と同一符号は、同一又は相
当部分を示している。
【００４５】
　図７に示すように、本実施の形態においては、縦サイズラベル１１３に原稿台ガラス１
１１の下方に延在する延在部１１３ａを設け、この延在部１１３ａに、遮光部１１３ｂを
一体に形成している。なお、この遮光部１１３ｂは、画像読取方向下流端が縦サイズラベ
ル１１３の画像読取方向下流端と一致するように、又は画像読取方向下流端よりも画像読
取方向上流側に位置するように配置されている。
【００４６】
　このように遮光部１１３ｂを配置することにより、原稿台ガラス１１１に原稿を載置し
た場合でも、遮光部１１３ｂが原稿を遮ってしまうことが無いので、画像読取時の障害に
はならない。なお、ホームポジションセンサ１３１と遮光部１１３ｂは、画像読取手段１
３０が移動する際、接触することがなければ前後方向（主走査方向）のどの位置に配置し
ても良い。
【００４７】
　以上説明したように、本実施の形態においては、縦サイズラベル１１３に遮光部１１３
ｂを設け、昇温による筐体１０２の熱膨張等による遮光部１１３ｂの位置ずれを防ぐよう
にしている。これにより、検知手段１４０による検知位置の変動を抑制することができて
画像読取手段１３０を確実にホームポジションに移動させることができ、画像読取時の読
取精度を向上することができる。
【符号の説明】
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【００４８】
１０２…筐体、１１０…カバー部材、１１１…原稿台ガラス（透明部材）、１１３…縦サ
イズラベル（位置決め部材）、１１３ａ…延在部、１１３ｂ…遮光部（被検知部）、１１
５…遮光部（被検知部）、１３０…画像読取手段、１３１…ホームポジションセンサ、１
４０…検知手段、２０１…フルカラーレーザビームプリンタ（画像形成装置）、２０１Ｂ
…画像形成部、２０２…画像読取装置、４００…ＣＰＵ回路部（制御手段）、Ｍ１…駆動
モータ（移動手段）、Ｓ…シート

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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